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不飽和土の三軸圧縮試験における乾燥とせん断に伴う側方変形挙動 
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Abstract: The application of suction on a saturated soil specimen consolidated in an oedometer may cause the lateral shrinkage and 
therefore the condition of the one dimensional compression will not be implemented. This study tries to simulate such situation using 
triaxial testing apparatus and to quantify the lateral deformation due to drying and shearing. Main conclusions are as follows: (1) 
lateral shrinkage occurs when suction is applied under the anisotropic stress condition, and (2) with increasing the shear stress, the 
lateral compressive strain, which occurred due to the drying, will reduce and, at some raised level of the shear stress, it will turn to be 
expansive. 
 































































粒径 (mm)  
図 1 粒径加積曲線 
 
表 1 試料の物理的性質 
土粒子密度 ρs (g/cm3) 2.703 
コンシステンシー1) 
wL (%) 32.8 















































































図 2 不飽和度用三軸圧縮試験装置 
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340kPa に保った状態で,間隙空気圧 ua=290kPa を



















































































































図 6(a)より，σ3net=50kPa の時は，Rnetが 5.4 よ
り小さい時は経過時間約 100分までほとんど変化
がなく，経過時間約 100分以降は側方に収縮して
いる．Rnetが 5.8 より大きいと経過時間約 300 分
までは側方に膨張し，経過時間約 300分以降は収
縮している． 
図 6(b)7 より，応力比が増加すると ε1 が増加
している．さらに，Rnet が 6.5 より大きい応力比
で経過時間が 10 分以降は，Rnetが 6.1 より小さい
応力比に比べて，ε1の増加量が大きいことがわか
る． 
図 6(c)より，Rnetが 6.1 より小さい時は応力比


















図 7(c)より，σ1net=130.7kPa と σ1net=151.2kPa
の段階は ε1が増加している．σ1net=77.9kPa の段階
は経過時間約 5 分の時点で ε1 が増加しているが，
ほとんど変化がないことがわかる．これは，不飽




経過時間約 5 分の時点で ε1 が増加しているのは，
σ3netを 0kPa から 3kPa に設定した影響であると考
えられる． 
図 7(c)より，σ1net=77.9kPa の段階は ε1 がほと
んど変化していなかったため，ε3と同様の挙動と














































































図 6 せん断時のひずみの挙動（方法①） 
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①が約 3.6，方法②が約 3.7である． 
方法①では，Rnet=6.9（σ1net=346kPa）の段階ま
でに， ε3 は 0 にならなかった．方法②では
σ1net=151.kPa の段階の経過時間約 100 分で ε3=0.1




































































































































図 7(b)の σ1net=77.9kPa と図 8(b)の σ1net=74kPa
では，どちらとも ε1 はほとんど変化していない．
これは，せん断開始直前が σ1net =125kPa，
σ3net=50kPa である状態をせん断開始時に σ1net を









7(c)では σ1net =130.7kPa から，図 8(c)では σ1net 
=125kPa から体積の変化がほとんどない状態とな
った． 
 
5． 結論 
 
本研究で得られた主な結果を列挙する． 
(1)異方応力状態で供試体を不飽和化すると，供
試体は側方に収縮する． 
(2)異方応力状態で供試体を不飽和化した後に軸
方向応力を増加させていくと，ある応力状態を境
に供試体が側方に膨張する． 
(3)σ3net=3kPa において，軸方向の荷重を増加さ
せることにより，不飽和化時で側方に収縮した量
よりも大きな膨張量が生じる． 
これより，異方応力状態で供試体を不飽和化
した後に軸方向応力を増加させることで，異方応
力状態で供試体を不飽和化した時に生じた供試体
側方の収縮を打ち消すことができると考えられる．
よって，一次元圧縮試験においても，不飽和化時
に供試体が側方に収縮し，供試体と圧密容器の間
に隙間が生じたとしても，σ3net=0kPa であるため，
供試体に荷重をかけることで供試体と圧密容器の
間の隙間がなくなると考えられる． 
今回の実験ではシルト試料を対象とした．今
後，粘性土でも同じような現象が起こるかどうか
検討する予定である． 
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